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■ 全事務事業点検の実施

持続可能な行財政運営に向けた改革

◆全分野にわたる１，１９４事業をゼロベースで再考
⇒ Ｈ３０見直し効果額：４６億円

●事務事業の見直し ［一般財源ベース・歳入改革は収入増を△で表示 単位：百万円］

項 目 事業数 30年度
効果額

2019 2022年度
効果見込額

全体効果
見込額

事業 集約化 整理統合 139 △ 271 △ 28 △ 299

    水準 適正化，受益者負担 見直 48 △ 552 △ 322 △ 874

みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

    水準 適正化，受益者負担 見直 48 △ 552 △ 322 △ 874

補助金 繰出金 見直 106 △ 2,386 △ 314 △ 2,700

廃止 休止 隔年実施 272 △ 613 △ 212 △ 825

その他 内部事務等 629 △ 645 △ 821 △ 1,466

小　　計 1,194 △ 4,467 △ 1,697 △ 6,164

施設運営方法 見直 181 △ 14 △ 14

歳入改革（収納対策） 95 △ 91 △ 300 △ 391

歳入改革（広告収入等） 34 △ 28 △ 3 △ 31

合　　計 1,504 △ 4,586 △ 2,014 △ 6,600
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■妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

Ⅰ市民と地域が学び高め合う，安心協働都市

男女共同参画の推進・子どもを安心して産み育てられるまち

◆ 出会いと結婚の支援
婚活支援の取り組みを行う地域や民間
によるネットワークを構築

結婚新生活への支援

みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

放課後児童クラブの受け入れ環境の充実

◆ 空き家活用リフォーム支援のメニューに
子どもの居場所（子ども食堂）を追加

◆ 安心して子どもを預けられる環境づくり
私立保育園等の建設費補助を拡充

◆ にいがたっ子すこやかパスポート対象拡大
（小学生以下 ⇒ 中学生以下へ拡大）
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◆ 子どもたちの地域への愛着と誇りを育む

新潟発わくわく教育ファームの一層の推進

Ⅰ市民と地域が学び高め合う，安心協働都市

学・社・民の融合による教育を推進するまち

大好きにいがた体験事業

■ 「新潟らしい教育」を充実

みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

大好きにいがた体験事業
「新潟の良さを伝え，愛着を育む教育推進校」を指定
小・中学校から，引き続き中等教育学校，市立高等学校で実施

◆ 教員の多忙化解消や働き方改革

学校事務支援員の配置

部活動指導員の配置

◆ 新通小学校分離新設校建設事業
（2020年4月開校予定）
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Ⅱ田園と都市が織りなす，環境健康都市

人と環境にやさしい にぎわうまち

 新      開業   0.8%微増  利用者数減少 歯止 
 開業２年目  着実 増加

１年目
開業前

（H26.9～H27.8）
開業１年目

（H27.9～H28.8）
開業１年目
／開業前

開業前後の
約１ ９８６万人 約２ ００１万人 ＋０ ８％

■ 新バスシステムの成果

みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

利用者数比較
約１，９８６万人 約２，００１万人 ＋０．８％

２年目
開業１年目

（H27.9～H28.8）
開業２年目

（H28.9～H29.8）
開業２年目
／開業１年目

開業１年目と２年目の
利用者数比較

約２，２９１万人 約２，３４９万人 ＋２．５％

• 新潟交通提供データをもとに、のりかえによる利用者の二重計上を市が補正。
• 開業前にデータのない大野・白根線等は含まない。 ・Ｈ２８．２月はうるう年のため、２８日間の利用者数として算出。

• 新潟交通提供データをもとに、のりかえによる利用者数や大野・白根線等を含んで比較。
• Ｈ２８．２月はうるう年のため、２８日間の利用者数として算出。
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■ 女性や若者などが働きやすい環境づくり

Ⅱ田園と都市が織りなす，環境健康都市

誰もがいきいきと働ける環境づくり

◆ 働き方改革の推進
働き方改革を推進する事業所を表彰

経営者向けセミナーの実施

各種支援制度の情報発信を強化

● NTTコミュニケーションズ（株）
第二営業本部新潟支店

● 亀田製菓（株）
● ダイニチ工業（株）
● ネクスコ・エンジニアリング新潟

 H29年度 WLB表彰事業所 

みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

◆ 産業界と連携した市内就労の促進
（ＵＩＪターンの促進）
学生・若者への市内企業の魅力発信

各種支援制度の情報発信を強化

ホームページ【にいがたで働こう】

◆ ワーク・ライフ・バランスの推進
男性の育児休業取得を促進
相談窓口の設置

働く女性のネットワークづくり

● ネクスコ・エンジニアリング新潟
●（医）泰庸会 新潟脳外科病院
●（株）博進堂
●（株）富士通新潟システムズ
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Ⅲ日本海拠点の活力を世界とつなぐ，創造交流都市

新潟にふさわしい役割を果たし成長する拠点

■ 持続可能な農林水産業の確立

◆ 「稼げる農業」を目指して

元気な農業応援事業

⇒高収入な園芸作物導入による経営改善や規模拡大

への支援など 魅力ある農業の担い手を育成

みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

◆ 安心安全な農林水産物の確保
ＧＡＰ認証の導入支援

への支援など，魅力ある農業の担い手を育成

■ 農林水産物の販路拡大

◆ 多様な販路の確保
農産物の輸出促進

⇒米と酒を中心としたプロモーション映像を制作
23





Ⅲ日本海拠点の活力を世界とつなぐ，創造交流都市

雇用が生まれ活力があふれる拠点

◆ 効率的な生産体制の構築，受注獲得に向けた支援

航空機のトライ部品の製作や人材育成を継続支援

■ 航空機産業の集積

みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

戦略的複合共同工場（南区）において全区画での稼働を開始

多様なフィールドをもつ本市の特徴を活かした
先端技術による新しいビジネスの創出を促進

NSCA戦略的共同工場（南区）JASPA共同工場（西蒲区）

■ ＩＣＴを活用した実証事業等の支援
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Ⅲ日本海拠点の活力を世界とつなぐ，創造交流都市

魅力を活かした交流拠点

◆食文化創造都市の確立

◆ ジャポニスム２０１８への参加
【ジャポニスム２０１８】

日仏友好160周年にあたる
2018年にフランスで開催される
日本文化の紹介行事

本市の伝統文化や芸術を紹介し，
国内外に魅力を発信

■独自の魅力を活かした交流促進

みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

◆食文化創造都市の確立

レストランバスの活用などによる
ガストロノミーツーリズムの構築

生産者・料理人・消費者の関係づくり支援

食と農と文化を融合させ，交流人口を拡大

若手料理人の育成支援 食文化創造
Creation of Gastronomy

◆ 「全国ねぎサミット2018inにいがた」の開催
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Ⅲ日本海拠点の活力を世界とつなぐ，創造交流都市

世界とつながる拠点

■ 観光客おもてなし態勢の促進

◆新潟駅からつながるストーリー性のある観光エリアを形成

◆ 受入態勢整備（観光コンテンツ開発・外国人対応）

■ 外国人の誘客促進
◆知名度向上と海外セールスの強化

みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

■ 県内外の都市との広域的な連携

国内外からの誘客を促進

◆寄港回数 H29年度 8回 ⇒ H30年度（予定） 13回へ
（うち西港11回，東港2回）

◆北前船寄港地など様々なテーマでつながる都市との連携

◆ 知名度向上と海外セールスの強化

■ クルーズ客船誘致の推進

Km-0 NIIGATA LABイメージパース
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「新潟暮らし創造運動」

◆ 移住希望者への的確な対応
生活コスト見える化サイトの構築

■人口の流入促進に向けた取組み

WEBを活用した効果的な広報

◆ 新潟暮らしへの憧れの醸成

首都圏での相談対応

みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

NGT48 2期生募集でコラボ！
移住促進をPR

◆ 魅力の発見・発信力の強化

大好きにいがた体験事業との連携による地域への愛着教育

移住プロモーション動画による発信

■人口の流出抑制に向けた取組み

市内若者向けＰＲ冊子「ＮＩＩＧＡＴＡ ＬＩＦＥ」のリニューアル

◆若者への魅力発信の強化

新潟暮らし魅力発見・発信ＨＰ「ガタプラ」による発信
34



人口減少に対応した地域づくり

第１号の西蒲区越前浜地区に続き，
第２号として秋葉区小須戸地区を指定

■移住の受け入れを促進（移住モデル地区）
◆ ＨＡＰＰＹターンモデルへの指定

①引越し費用支援 ②住宅取得支援

【支援内容】

地域 主体    移住 定住 取 組  行  実績のある地区

みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

小須戸地区の移住モデル地区
指定式の様子

◆ 移住推進モデルの募集と指定

③賃貸住宅支援 ④リフォーム費用支援加算 など

秋葉区朝日地区と秋葉区金津地区（H30年1月4日指定）

地域が主体となり、積極的に移住に関する取り組みを始めようとする地区

！随時募集！

移住・定住の促進と地域の活性化へ

● 移住 関  取 組  始    ，頑張    地域団体 自 立候補
● 首都圏などへの情報発信を支援
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